
立梅用水土地改良区立梅用水土地改良区

㊳三重県多気町

立梅用水土地改良区

三重県多気郡多気町丹生1620-3 TEL：0598-49-4522 FAX：0598-49-4828

Ｐｏｗｅｒ ｏｆ ＴＡＣＨＩＢＡＩ ～次の200年へ～
キャッチフレーズ

学校・企業 再生可能エネルギー６次産業化
キ ー ワ ー ド

取 組 概 要

●地域住民が主体となり地元小学生にコミュニティースクール（ＣＳ事業）と
して、遊休農地を活用した米・大豆などの生産から加工を通じた食育教育や農
業用水の大切さを伝え、地域農業のＰＲに繋げる活動を実践
●地域資源（水・土・景観・地元農産物）を活用した地域ならではのイベント
開催、都市農村交流など「地域まるごと農業６次産業化」に寄与した活動、再
生可能エネルギー（小水力・太陽光）を利用した農村集落における「地域づく
り＋再生可能エネルギー」モデル事業の推進活動を実践

活 動 の 効 果

●地域住民主体により始まったＣＳ事業が、社会人向け企業研究プロジェクト
メニューとして発展、新たな地域産業の立ち上げ計画として農村創造に効果
●再生可能エネルギーの新たな普及方法として、電気の地産地消事業を立ち上
げ、2,000人の視察者受け入れなど、観光視察としての産業立ち上げに効果

あじさい祭り（田んぼの綱引き） コミュニティースクール（食育教育） 立梅用水を利用した小水力発電

た ち ば い
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特定非営利活動法人 みやがわ森選組特定非営利活動法人 みやがわ森選組

㊴三重県大台町

特定非営利活動法人 みやがわ森選組

三重県多気郡大台町栗谷１ E-mail： m.sinsengumi@gmail.com

ＮＰＰ・農業インターンシップ（大学生向け）
キャッチフレーズ

学校・企業 ６次産業化農林漁業体験
キ ー ワ ー ド

取 組 概 要

●地域の遊休農地活用、若者の学びの支援、空き家の有効活用、都市との交流、
収穫物の販売などの問題を個々で対処せず複合的に対処できるＮＰＰ（農業イ
ンターンシップ）を開発
●コメづくりを中心とした農作業（全工程）、林業体験、収穫物の販売計画の
作成・実践、体験を通じたコミュニケーション能力の向上など、大学生向けイ
ンターンシッププログラムを実施

活 動 の 効 果

●平成24年度の受講生は、当地で作成したビジネスモデルを「大学コンソーシ
アムひょうご神戸学生プロジェクトプラン・コンペ2012」に提出し、「最優秀
賞」、「電通西日本賞」を受賞
●学生ならではの視点でのコメ商品が毎年生まれている

昔ながらの手植え体験 地元の方々との収穫祭 学生が考えたタンブラー飯とＰＯＰ

し ん せ ん ぐ み
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野原村元気づくり協議会野原村元気づくり協議会

㊵三重県大紀町

野原村元気づくり協議会

三重県度会郡大紀町野原543

生涯現役！廃校利用で農山村の元気づくり
キャッチフレーズ

伝統・継承 農業被害防止「食」の提供・活用
キ ー ワ ー ド

取 組 概 要

●農作物への獣害対策として、地元猟友会、農家、女性グループが連携し、
鹿・猪肉料理を提供する「野原工房」を廃校となった小学校に開業
●地元七保小学校の総合学習と連携し、地域の宝物探しと題した授業を展開、
子ども達の発案から「七保のお宝あたたかきずな茶」としてお茶を商品化
●耕作放棄地の茶畑を再生し、地元農家、地域住民、小学校がキヤノンのＣＳ
Ｒ活動とも連携し、茶畑の管理作業から茶摘みまでを実践

活 動 の 効 果

●地域の最大の課題であった獣害対策については、ジビエを使ったコロッケや
地産地消弁当の開発、イベント等での販売で需要が増えたことから、捕獲数の
増加にも繋がり、農作物への被害も激減
●小学校の総合学習、キヤノンＣＳＲとの連携など地域自らのアイデアの実践
が認められ、県内外からの視察も多く、都市と農村の交流人口増加にも貢献

廃校小学校でのジビエ試食会 キヤノンＣＳＲ活動との連携（茶摘み） 廃校での区民運動会の復活

の は ら む ら

E-mail： genki543@ma.mctv.ne.jp
TEL：080-1569-5336 FAX：0598-89-4038
TEL：090-1230-1048（会長携帯）
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尾呂志地区活性化プラン推進委員会尾呂志地区活性化プラン推進委員会

㊶三重県御浜町

尾呂志地区活性化プラン推進委員会

三重県南牟婁郡御浜町上野918-8 TEL：05979-4-1078 FAX： 05979-4-1078

売り込む、呼び込む、巻き込む
キャッチフレーズ

学校・企業 ６次産業化 農業振興
キ ー ワ ー ド

取 組 概 要

●地域活性化プラン策定を契機に、様々な活動主体が結束し推進委員会を設立
●地元農家組織の尾呂志「夢」アグリを中心に、堆肥投入による土づくりなど
約束10項目を掲げた米のブランド化、地元企業との連携で日本酒の商品化
●合同会社さぎりの里が運営する農産物直売所やレストラン（きぎり茶屋）を
中心に、加工品の製造やイベント等を実施
●コミュニティスクールの指定を受けた地元小中連携校（尾呂志学園）の活動
を地域が全面的にバックアップし、地域と学校が連携する教育環境を整備

活 動 の 効 果

●尾呂志「夢」アグリ米の生産量・販売量が着実に増加、耕作放棄地抑制のた
めの共同管理田の面積拡大、地元企業との連携で生まれた日本酒が人気上昇中
●さぎり茶屋での食材提供も順調で、女性の活躍の場創出、地域経済の循環に
大きく寄与し、活動を一本化したことで、地域内での一体感・連帯感が醸成

さぎりの里 農産物直売所 企業と連携して完成した尾呂志の酒「颪」 尾呂志学園の授業（田植え）

お ろ し
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kumateng
（みえ東紀州グリーン・ツーリズムコミュニティ協議会）

kumateng
（みえ東紀州グリーン・ツーリズムコミュニティ協議会）

㊷三重県紀宝町

kumateng（みえ東紀州グリーン・ツーリズムコミュニティ協議会）

三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿堤谷1388 E-mail： mikan5232001@yahoo.co.jp FAX：0735-32-1403

世界遺産のむらを守るグリーン・ツーリズム
キャッチフレーズ

自然・景観 女性の活躍 ネットワーク
キ ー ワ ー ド

取 組 概 要

●農家、移住者、ガイドなど個性と能力を持つ若者が中心となり「ほんとうの
熊野」を体験するプログラムとして、熊野の原郷や古道をめぐり、その自然や
歴史を体感してもらうツアーや大手アウトドアメーカーmont-bellとの連携に
よるトレッキングツアーを実施
●メンバー７人中４名が女性で、熊野の魅力を伝えたい女性メンバーが活躍
●地元高校生が実施する英語ガイドの育成をサポート

活 動 の 効 果

●ボランティアでなくガイドとして報酬を得るというkumatengの理念が徐々に
広がり、ひとつの産業として認識されるとともに、自然体験における大手アウ
トドアメーカーや地元教育機関との連携が県内の自然体験の取組に大きく影響
●メンバーが個々の能力を活かし様々な団体と関わることで、地域のネット
ワークが年々拡大

世界遺産「熊野古道」での活動 地元高校と連携した英語ガイド育成モンベルフレンドフェアでの講演
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